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第２３期第１６回新居浜市農業委員会総会議事録 
 

１ 会議の日時及び場所 

（１）会議の日時 平成３０年９月５日（水曜日）１３：３０～：１５：１０ 

（２）会議の場所 市庁舎５階 大会議室 

 

２ 会議に出欠席した委員数及び氏名等 

（１）農業委員 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

    

（２）農地利用最適化推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）欠席委員   ５人 

   農業委員   第 ４ 番    岩 崎 紀 生 

   農業委員   第 ６ 番  寺 尾 俊 行 

   農業委員   第１３番  曽我部 英 敏 

   推進委員   第 １ 番  神 野 克 史 

   推進委員   第１４番  西 原   實   

 

 

第 １ 番   山 下   元 

第 ２ 番   石 山 敏 夫 

第 ３ 番    藤 田 幸 正 

第 ５ 番    小 野 義 尚 

第 ７ 番    横 井 直 次 

第 ８ 番   藤 田 健太郎 

第 ９ 番      矢 野 重 明 

第１０番   藤 田 幸  

第１１番   近 藤 美喜男 

第１２番   小 野 春 雄 

第１４番   合 田 有 良 

第１５番   池 田 辰 夫 

第１６番   伊 藤 愼 吾 

第１７番   渡 邊 勝 俊 

第１８番   松 本 勝 美 

第１９番   山 口 三七夫 

第 ９ 番    田 坂 健 次 

第１０番   眞 鍋 哲 哉 

第１１番   寳 田 正 司    

第１２番   守 谷 博 明 

第１３番   飯 尾 象 司 

第１５番   久 枝 啓 一 

 

第 ２ 番   岡 田   充 

第 ３ 番    岡 部 正 明 

第 ４ 番   村 上 壽 一 

第 ５ 番    高 橋   繁 

第 ６ 番   井 下 八 郎 

第 ７ 番   髙 橋 眞 次 

第 ８ 番   宇 野 賀津美 
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３ 会議に出席した事務局職員 

    事 務 局 長   藤 田 和 則       事務局 主幹    原   道 樹 
事務局 次長   横 川 俊 彦       農 地 係 長  田 中 賢 禅  
農 政 係 長   谷 口 恭 子     主    事  池 田 有 里 
臨 時 職 員   齊 藤 麻 里 

 

４ 傍聴者     

   な し 

５ 議事日程 

農地関係 農地法第３条、第４条、第５条申請関係等の審議について 

   農政関係 人農地プランについて 
 

                    ◇             

   １３時３０分開会 

○藤田事務局長     御起立ください。礼。御着席ください。 

総会に先立ちまして、委員の出席状況を御報告いたしま

す。 

農業委員１６人推進委員１３人でございます。 

よって、過半数に達しており、この会が成立していること

を御報告いたします。 

それでは、会長よろしくお願いします。 

●藤田会長     皆さん、こんにちは。 

         非常に大型の台風で心配されていたのですが、コースも東

寄りに変わり慌ただしく日本海側に旅去っていったという

感じでしたけれども、風が強くて被災された方々にはお気

の毒なことで一日も早く元の生活に戻れるように願いた

い。幸いに新居浜市の被害は少なく良かったのですが、他

のところにあれだけの被害が出ておりますので新居浜市だ

ったらと考えたらゾッとするんですけど、本当に何もなく

て良かったと思います。これから、農繁期をむかえて色々

と大変だと思いますが、農作業、農業委員会活動にと頑張

っていただけたらと思います。 

それでは、ただいまから第１６回新居浜市農業委員会総会

を開会いたします。 
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まず、農地関係の議案につきましては、議案第１号から議案

第３号までとなっております。 

農政関係は、「人農地プラン」についてを議題といたし

ます。 

なお、本日の議事録署名委員でございますが、会議規則第

１９条の規定により、会長において、合田有良委員と池田辰

夫委員を指名いたします。両委員さんよろしくお願いいたし

ます。 

これより農地関係の議案の審議に入ります。 

議案書目次をお開きください。 

議案中、第１号及び第２号は決議事項、第３号は意見事項

となっております。 

加えまして参考事項１件ございます。 

１ページをご覧ください。 

それでは、議案第１号の審議に入りたいと思いますが、議

案第１号は、私及び小野春雄委員と田坂健次委員が関係して

おりますので、退席いたします。その間、議長を交代いたし

たいと思いますが、曽我部会長代理が欠席のため、会長にお

いて指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

    （「なし」の声あり） 

ご異議なしと認めます、それでは、役員から合田有良委員

お願いします。 

それでは、ここで暫時休憩いたします。 

       （藤田会長、小野（春）委員、田坂委員退席） 

●合田代理議長   休憩前に引き続き会議を開きます。 

議案第１号「農用地利用集積計画について」を議題に供し

ます。事務局から議案の説明をお願いします。      

○池田主事     議案第１号につきましては、農業経営基盤強化促進法第

１８条第１項の規定による農用地利用集積計画でございま

す。内容といたしましては、田１３筆、畑３筆、合計面積

１３，０８８．２３平方メートルでございます。 

２ページをお開きください。 
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申請は、６３番（１－１）さんから７２番（１－９）さん

の１０件ございます。 

内訳といたしましては、期間６年間が１件、３年間が７件、

1 年間が２件、利用権の種類は、使用貸借７件、賃貸借３件、

また、新規再設定の別については、すべて再設定となってお

ります。 

以上の計画の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第

３項の要件である、農用地利用集積計画の内容が新居浜市の

基本構想に適合するものであること、および、全部効率利用

要件常時従事要件が認められること、並びに対象農地の関

係権利者の同意が得られていることの各要件を満たしてお

ります。 

ご審議の程よろしくお願い致します。 

●合田代理議長   ありがとうございました。 

以上、６３番から７２番について質疑に入ります。 

  御意見、御質問はございませんか。 

            （「なし」の声あり）  

●合田代理議長   ないようですので、原案のとおり許可相当として意見を

決定してよろしいでしょうか。 

            （「異議なし」の声あり） 

●合田代理議長   御異議なしと認めます。よって、議案第１号「農用地利

用集積計画について」を原案のとおり決定させていただき

ます。 

●合田代理議長   それでは、第１号議案の審議が終了しましたので、委員

の入席を求めます。ここで暫時休憩し議長を交代いたしま

す。 

           （藤田会長、小野（春）委員、田坂委員の入席） 

●藤田会長     休憩前に引き続き会議を開きます。 

●藤田会長     ４ページをお開きください。 

議案第２号「農地の所有権移転について」を議題に供し

ます。事務局から議題の説明をお願いします。 

○原主幹      議案第２号につきましては、農地法第３条第１項の規定
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による農地の所有権移転で、第２６番から第２８番までの

３件でございます。 

５ページをご覧ください。 

第２６番は、萩生字岸ノ下、畑、１筆、面積２９平方メー

トル、譲受人は市内在住の（２－１）さんです。 

 譲受人は現在、８反ほどの農地を家族で耕作しており、今

回、５月の総会で上程した農地と、市道との間にある申請地

を取得する目的で、農地法第３条申請が提出されたものであ

り、作付けは、野菜を予定しております。 

第２７番は、多喜浜五丁目、畑、１筆、面積２３８平方メ

ートル、譲受人は市内在住の（２－２）さんです。 

譲受人は現在、５反ほどの農地を家族で耕作しており、今

回、譲受人が農業経営規模拡大を図るため、申請地を取得す

る目的で、農地法第３条申請が提出されたものであり、作付

けは、季節野菜を予定しております。 

          ６ページをお開きください。 

第２８番は、宇高町四丁目、田、１筆、面積１，５７６平

方メートル、譲受人は市内在住の（２－３）さんです。 

譲受人は現在、２反ほどの農地を夫婦で耕作しており、今

回、譲受人が農業経営規模拡大を図るため、申請地を取得す

る目的で、農地法第３条申請が提出されたものであり、作付

けは、季節野菜を予定しております。 

許可要件につきましては、議案書に記載のとおり、取得後

のすべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、通作

距離などをみても問題がないこと、農業委員会が定める別段

の面積も超えていることから、許可要件をすべて満たしてお

ります。 

なお、お手元に農地法第３条第２項第１号から第７号まで

の許可要件について調査書を配布させていただいておりま

す。第２６番から順に、１ページ目から３ページ目となって

おりますので、併せてご覧いただきますようお願いいたしま

す。 
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ご審議の程よろしくお願いいたします。 

●藤田会長     ただいまの説明に係る現地調査の結果ならびに補足説明

につきましては、２６番については、地元委員であります

合田有良委員から、２７番については、寺尾俊行委員が欠

席でありますので事務局から、２８番については、岡田充

委員にご報告をいただきます。 

まず、合田委員お願いします。 

○合田委員     前回の所有権移転をしていただいた土地に隣接する土地

でありまして、しかも、ごくわずかですが道路に面した土

地がありましてそれを新たに入手して一体の土地として利

用したいという思いで所有権移転を申請をしたところであ

ります。この土地はどういう使い方をするかというと、水

耕栽培のプラントを建てて水耕栽培の試験栽培をやってみ

たいと、水耕栽培の設備、購入する方が登記を取って活用

していきたいという思いであります。ご審議の程よろしく

お願いいたします。 

●藤田会長     ありがとうございました。 

          次に事務局お願いします。 

○寺尾委員     寺尾委員から、今回の申請については、先月上程しまし

た甲１５番の農地に隣接した形で、譲渡人の農地の存在が

判明したため、今回の申請にいたったとの事であり、また、

申請地につきましては、周辺の農地の農業水利及び利用の

分断等の支障もなく、地域との調和要件も問題ないと考え

ておりますので、許可しても支障なしとの報告書をいただ

いております。 

●藤田会長     ありがとうございました。 

          次に岡田委員お願いします。 

○岡田委員     この農地につきましては休耕状態にあった訳ですけど、

８月１４日に現地を調査したところトラクターをいれて綺

麗に耕起しており保全管理が十分できていると感じまし

た。地域との調和要件につきましては特に問題はないと思

います。以上です。 
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●藤田会長     ありがとうございました。 

以上、議案第２号２６番から２８番について質疑に入り

ます。 

          御意見、御質問はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

●藤田会長     ないようですので、原案のとおり決定してよろしいでし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって議案第２号２６番から２８

番については原案のとおり決定させていただきます。 

●藤田会長     ７ページをご覧ください。 

          議案第３号「農地の転用を伴う所有権移転等について」

を議題に供したいと思いますが、久枝啓一委員が関係して

おりますため、審議には参加できませんので、退室を求め

ます。 

それでは、ここで暫時休憩いたします。 

           （久枝委員退席） 

●藤田会長     休憩前に引き続き会議を開きます。 

議案第３号「農地の転用を伴う所有権移転等について」を

議題に供します。事務局から議案の説明をお願いします。 

○田中係長     議案第３号は、農地法第５条第１項の規定による農地転

用の申請で、申請件数は、１０件です。 

８ページをお開きください。 

１１６番、大生院 字廣坪、畑５筆、譲受人は、（３－１）

さん。 

内容は、店舗（コンビニエンスストア）２１７．７０平方

メートル、一体利用地として、宅地３３．４９平方メートル

があり、農地区分は、その他の農地である第２種農地と判断

され、千平方メートル以上の土地に建築物を建設する予定で

あることから、開発許可が必要となり、区分は、賃借権で期

間は２５年です。 

１１７番、中村松木二丁目、畑２筆、譲受人は、（３－２）
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さん。 

内容は、自己住宅 103.51 平方メートル、一体利用地と

して、宅地 ４４．１８平方メートルがあり、農地区分は、

その他の農地である第２種農地と判断され、区分は、所有権

移転です。 

１１８番、西泉町、田２筆、譲受人は、（３－３）さん。 

内容は、建売住宅（３戸）  

１８８．７６平方メートル、農地区分は、その他の農地で

ある第２種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

９ページをご覧ください。 

１１９番、久保田町一丁目、田１筆、譲受人は、（３－４）

さん。 

内容は、貸し露天駐車場、農地区分は、用途地域であるた

め第３種農地であると判断され、区分は、所有権移転です。 

１２０番、田の上二丁目、田１筆、譲受人は、（３－５）

さん。 

内容は、建売住宅（７戸）４０８．８３平方メートル、農

地区分は、その他の農地である第２種農地と判断され、千平

方メートル以上の土地に建築物を建設する予定であること

から、開発許可が必要となり、区分は、所有権移転です。 

１２１番、萩生 字本郷、畑２筆、譲受人は、（３－６）

さん。 

内容は、農業用倉庫露天資材置場２１６．００平方メー

トル、農地区分は、その他の農地である第２種農地と判断さ

れ、区分は、所有権移転です。 

１０ページをお開きください。 

１２２番、一宮町一丁目、田１筆、譲受人は、（３－７）

さん外１名。 

内容は、自己住宅 １３１．５２平方メートル、農地区分

は、用途地域であるため第３種農地であると判断され、区分

は、所有権移転です。 

１２３番、一宮町一丁目、田１筆、譲受人は、（３－８）
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さん外１名。 

内容は、自己住宅６８．３８平方メートル、農地区分は、

用途地域であるため第３種農地であると判断され、区分は、

所有権移転です。 

１２４番、一宮町一丁目、田１筆、譲受人は、（３－９）

さん。 

内容は、宅地分譲（１区画）、農地区分は、用途地域であ

るため第３種農地であると判断され、区分は、所有権移転で

す。 

１１ページをご覧ください。 

１２５番、国領一丁目、畑１筆、譲受人は、（３－１０）

さん。 

内容は、店舗自動車展示場修理工場 ２，０１８．１

２平方メートル、一体利用地として、宅地 ２，７２３．７

３平方メートルがあり、農地区分は、用途地域であるため第

３種農地であると判断され、千平方メートル以上の土地に建

築物を建設する予定であることから、開発許可が必要とな

り、区分は、所有権移転です。 

以上、１１６番から１２５番の事案の一般基準につきまし

ても、転用行為が遂行される確実性などが申請書および土地

改良区の意見書等の添付資料によって認められることを、事

務局よりご報告させていただいて、ご審議の程よろしくお願

いします。 

●藤田会長     ありがとうございました。以上、１１６番から１２５番

について質疑に入ります。 

          御意見、御質問はございませんか。 

           （「なし」の声あり）  

●藤田会長     ないようですので、原案のとおり許可相当として意見を

決定してよろしいでしょうか。 

           （「異議なし」の声あり） 

●藤田会長     御異議なしと認めます。よって、議案第３号「農地の転

用を伴う所有権移転等について」を許可相当として県知事
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に意見を送付いたします。 

●藤田会長     それでは、第３号議案の審議が終了しましたので、委員

の入席を求めます。暫時休憩いたします。 

           （久枝委員の入席） 

●藤田会長     休憩前に引き続き会議を開きます。 

          １２ページをお開きください。 

参考事項は、農地法第１８条第６項の規定による合意解約

についての参考事項ですので、お目通しをお願いします。 

以上をもちまして、農地関係の議案の審議がすべて終了い

たしました。 

よって、これをもちまして暫時休憩いたします。 

なお、１４時１０分から総会を再開いたします。 

●藤田会長     休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

これより農政関係の議題に入ります。本日は、ご案内して

おりましたとおり、「人農地プランについて」を議題とい

たします。初めに「１１１運動」の中で、人農地プラ

ンに我々委員がどのように関わるかについて事務局より説

明いたさせます。 

〇横川次長     現在取り組まれております「えひめ農地利用最適化推進

１１１運動」のうち、「農地の利用調整活動の実施」

の項目の中で、「人農地プラン作成見直しの検討会に

て意見交換」を行うこととされております。また、平成２

９年度全国農業委員会会長代表者集会申し合わせ決議の中

では、委員は「人農地プラン」等地域の話し合い活動の

中心的役割を果たそうと決議されております。 

         そのようなことから、今回、新居浜市の「人農地プラン」

の現況を説明していただくために、農林水産課職員に出席

を依頼したところでございます。本日は「人農地プラン」

へのご理解を深めていただき、今後作成見直しの検討会

等地域の話し合いが行われる際にはご参加いただきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

●藤田会長     本日は、経済部農林水産課より担当職員をお招きしてお
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ります。ご紹介いたします。 

農林水産課、石川係長です。 

〇農林水産課    農林水産課石川です。よろしくお願いします。 

  石川係長 

●藤田会長     農林水産課、河村主任です。 

〇農林水産課 

  河村主任    農林水産課、河村です。よろしくお願いします。 

●藤田会長     それでは、説明をよろしくお願いします。 

〇農林水産課     

河村主任    先程紹介をいただきました農林水産課の河村と申します。

この４月から農林水産課で農政係を担当するようになりま

した。      

お手元の資料「人農地プラン」についてに従って進め

ていきたいと思います。「人農地プラン」につきまして

地域の問題を解決するために、ということで（１）農業者

の高齢化耕作放棄地の増加についてですが、新居浜市に

限らず全国的に農業者の高齢化や耕作放棄地の増加が問題

となっております。数値としては平成２９年の農業者の全

国平均年齢が６６．７歳です。農業者の６５歳以上の割合

が６６％、３人のうちの２人が６５歳以上と高齢化が進ん

でいることの現れだと思います。平成２６年の農林水産省

による全国調査によりますと荒廃農地が発生する原因とし

まして、第１位が高齢化、労働力の不足、この要因が２３％、

２位が土地持ちの非農家とか、農家ではないが農地を持っ

ているところが多くなっていてこれが１６％、これらの１

位、２位合わせた要因は 4 割を占めております。続きまし

て（２）危機感の共有というところですけれども、今、農

業をされている方は元気で農業経営には支障がないと思っ

てされている方が多数だと思いますけれども、これが１０

年、１５年先自分達が住んでいる地域の農業がどうなって

いるのか、例えば高齢者が多く若手農業者がいない、安心

して農地を任せられる後継者がいないなど多くの問題があ
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るかと思います。自分が引退した後のことを考えていない

とか、ここの危機感というところなのですが、地域の皆さ

んがこれらの危機感を共有することが「人農地プラン」

のスタート地点であると考えております。続きまして２番

目の「人農地プラン」の概要につきましてですけど、（１）

未来の農業の設計図というところですがこのように５年

後、１０年後農業を持続させていくためには耕作者である

人と農地の問題を一体的に解決して行かなければなりませ

ん。このため農林水産省の方では、平成２４年度から「人

農地プラン」の作成を推進しております。少し大げさかも

しれませんけれども、「人農地プラン」というのは農業

の未来の設計図のようなものです。（２）地域が抱える問

題の解決として農業の担い手不足を解消して耕作放棄地を

作らないようにするためには、その地域ごとに現在抱えて

いる問題を洗い出しそれを解決することが必要だと思いま

す。例えば、将来の後継者は十分であるかいない場合はど

うやって確保していくのか、リタイヤする人の農地をどう

するのか様々な問題があるかと思います。（３）地域ごと

の話し合い及び検討会での精査定期的な見直しについて

です。地域の問題点はその地域で話し合う必要があります。

また、人も毎年１つずつ歳を取っていきます。プランもそ

れに合わせて定期的に見直す必要があります。問題点の確

認だとか、その解決方法はその地域、その集落によって異

なってくると思います。これらの地域ごとで話し合った結

果を取りまとめて関係機関で構成される検討会において精

査、場合によっては修正したもの、これが「人農地プラ

ン」です。３番目ですが「人農地プラン」の推進方策。

お渡ししている資料は農林水産省の方でだしているパンフ

レットなんですけれども、ここでは新居浜市におけるプラ

ンの概要、これまでの取り組みについて説明いたします。

パンフレットの裏側をご覧いただけたらと思います。それ

が現在新居浜市において作成されている「人農地プラン」
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の一枚にまとめたものです。JＡの旧支所ごとの１０地区に

分けてそれぞれ中心となる経営体を定めて将来の取り組み

内容について書いてあります。それぞれの地区ごとに法人、

個人、集落営農とあります。法人と個人につきましては地

区をまたいで営農されている方がいる場合にはそれぞれの

地区に１入っているので合計は延べ数です。合計数が全て

の数ではないのですが間違いないように見ていただければ

と思います。集落営農というのはＪＡの共同機械業者部会

のことです。その下なんですけど１から１０までそれぞれ

の地区にどの集落が入っているかを示したものでありま

す。この集落の書き方なんですけれども、これは５年に一

回実施されている農林業センサスで決められている集落の

境界に基づいて記入させていただいております。プラン作

成までの経緯についてですけれども、新居浜市におきまし

ては平成２４年から２５年にかけて各地域の農業再生協議

会の場をおかりして話し合いの場として座談会を行ってお

ります。多分例年３月頃行っている農業再生協議会です。

まず平成２４年度に本所の金子地区と上部の中萩地区を実

施して、残りの地区についても平成２５年度に引き続いて

実施しております。その話し合いの結果をＪＡを初め新居

浜市、愛媛県東予地方局などで構成する検討会で精査して

新居浜市の「人農地プラン」として決定をいたしました。

各地区ごとに取りまとめている内容としましては認定農業

者の方を中心経営体として現在の経営状況、将来の計画を

取りまとめております。その後についてですが、毎年検討

会において提起見直しをしているところです。これに付け

加えて、将来農地の担い手となる可能性が高い人と、農地

を取りまとめた一覧表もこちらの方で作成しておりまして

これも定期的に見直しているところです。続きまして４番、

関連事業でございますけれども、もう１枚のパンフレット

の「人農地プラン」概要を見ていただいたら、真ん中の

ところに人農地プランには様々なメリット措置がありま
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すというのがあると思いますが、新居浜市で一番関係が深

いのが農業次世代人材投資資金（経営開始型）。聞きなれ

ないかもしれませんが、一昨年までは青年就農給付金と言

っていた事業が平成２９年から名前が変わってこのように

なっております。名称が変わっておりましても内容はほぼ

同じでありまして独立自営就農時の年齢が４５歳未満の者

に対し最大で年間１５０万円の資金を交付する事業でござ

います。交付期間は最長５年間でありまして、現在新居浜

市では３名の方が交付対象者となっております。この事業

は国費１００％の事業でして、対象者が人農地プランの

中心経営体として位置付けられていることも条件の一つと

なっております。後はスーパーＬ資金、経営基盤強化資金

これを活用する際に当初５年間無利子措置だとか、補助事

業である経営体育成支援事業も利用できることとなってお

ります。この２つを使うには人農地プランを定めていて

使う人が中心経営体と位置付けられていることが条件とな

っております。こちらからの説明は以上で終わりたいと思

います。 

●藤田会長     ただいま農林水産課から説明していただきましたが、 

ご意見、ご質問等はございませんか。          

●藤田会長     どうぞ、山下委員さん。 

〇山下委員     私、本所金子地域ですけれども法人名と個人名が分か

れば教えてほしいのですが。 

〇農林水産課 

  石川係長    全て３３で農業者、法人も含めているんですけどこの場

で個人の名前をいうのは個人情報にも該当するので、会が

終わり次第、この方がここで担い手となっているのでそう

いう農地を集積する場合はこういう方に声をかけたりとい

うことは農業委員さんに対しては言えますので個々に聞き

にきて下されれば、お願いします。 

〇藤田（幸）委員  ここに書いてある住所は、訳の分からない住所ばっかり

で何とかならないのですか。我々の年代でも分からない。 
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●藤田会長     農協の各支所の中で昔でいうと小字みたいな、そういう

ようなので出しているわけであって、農協からいただいた

資料で作っているのではないですか。今の新しい表示でや

ってもらう方が分かりやすい。昔からの農地からでいくと

皆様方その方が分かりやすいというのもあるのではないで

すか。 

〇近藤委員     もう、見直していますよ。我々、土地改良区の方は全部

新しい町名に置き換えています。定款の方まで入っていま

すよ。下泉は。 

〇農林水産課 

  石川係長    この資料を載せるにあたって農林水産課でも迷ったんで

すけど、ただの校区名だけでいった方が当然分かりやすか

ったのですが、例えば浮島だったらどこになるんだろかっ

というような話が出たらいけないので高津地区の中に浮島

が入ってあるだとか分かりやすくして、大島だったら当然

なに町なに町いう１つの島なので必要ないのですが、各農

協支所の旧小字で分かれているというだけの資料なので特

に旧小字にこだわる必要はありません。分かりにくいとい

えば１から１０までの表の下側を省いた資料をただ出せば

よかったのでこういう形ですので、今後皆様に分かりやす

いようにしていきます。 

〇近藤委員     地図帳を見て分かるようにしてくれたらいい。 

●藤田会長     区分けをしていくための一つの見方というだけで、どち

らにしろしやすいように皆様の意見を聞きながら考えてい

きます。 

●藤田会長     どうぞ、合田委員さん。 

〇合田委員     今日、説明をしてもらったことは皆承知しているんです

よね。例えば（１）の農業者の高齢化耕作放棄地の増加

とか、身をもって感じて周りが高齢化して跡継ぎがいない

とどうしたらいいのか、自分の土地を誰が引き継いでくれ

るのか、そういうことは皆感じて心配しているんですよ。

だから、それに対してどういう方法があるかとか情報を得
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るとかアクションプランを出すとか、そういったものをし

てくれたらありがたい。こういう問題がありますといって

も何の解決にもならないですよね。問題を解決するために

他はこんな事を行なっている、いい成果を収めているとか

そういったものの情報を得て指導していただきたいと思い

ます。 

●藤田会長     今、合田委員さんがいうようにそんなことは分かってい

るというけれども分かっているのはこの辺においでる人と

その周りの人くらいで、それから下になるとその辺が分か

ってないからこういった集落、集落でまとまって色んなこ

とをしてそれについてまた担当課、関係機関の人と意見の

キャッチボールをしていただくと農業委員会としても動き

やすいし、関係機関の人が伺ってアドバイスしたり、こう

いうことをやっていただくと浸透にもなっていくのではな

いかと、その時に説明をしてほしいというと担当課もして

くれると思います。 

〇農林水産課 

  石川係長   高齢化というのは以前から言われていることで、仕事を辞

められて農家になる方が多いので６０歳スタートであれば

皆高齢者が田畑を耕していると思います。今言われている

心配は子供さん、お孫さん、家族間で農地の継承等ができ

ればそれにこしたことはないのですけど、やはり私も含め

てできないところについては誰かにやってもらう以上この

土地を借りてくれというようなシステム、まさに農業委員

会さんがしている設定であるとか農用地かどうかはおいと

いて国が作った農地中間管理機構に農地を貸し出して誰か

に借りてもらって作ってもらう。そういう事を周りに市や

農業委員さんを通じてできないようになったら誰かが綺麗

にしていたらやってくれるから耕作放棄地、草がボーボー

になる前に誰かに借りてもらってやってくれよ、というよ

うなことを皆さんに言うていって担い手に作ってもらうと

いうのがまずは近道ではないのかと思います。そういう広
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報なんかもよろしくお願いできたらと思います。 

●藤田会長     今、担当課も言われたんですけど、中間管理事業につき

ましても農用地じゃないと該当しないというようなことで

すので新居浜市特に大生院の銀杏ノ木、正法寺のあの辺と

か、地域指定になっているのは水田で言えば大生院と荷内

としかない。それ以外のところは農地であれば新須賀のこ

の辺のところとか宇高が一丁目から四丁目までそれに引っ

付いて八幡二丁目辺りが農用地、一筆指定ですから点在し

ている。それすら所有者の人ですら世代交代していったら

分かる。そういうことも含めて地域の中でいろんな説明を

してあげないと、例えば中間管理機構についても今、新居

浜は０ですので新居浜が０であっても他の利用権でもされ

ているというのもあるんですけどそれだけ農用地が少ない

ですから関心度が低いというのは事実であると思います。

そういうように色々ありますよというのも地域、地域で色

んなところに入って説明してあげないと、ここにおいでる

人は大体分かるんですけどその下の所有者の方は理解をさ

れてないという方がおいでる、多くの方がそうではないか

と思います。借りる方はいいのですが、貸す方は貸付け等

をすると協力金がでますよなど色々なことを含めてお話を

してあげる、というのも我々の仕事ですので、それと中心

的な農地プランについても以前、担当課がやってくれたん

ですけど農業委員会でも説明をしていただいたんですけ

ど、今度新しく委員さんも代わって特に今回、再生化推進

委員と新しい制度ができて国の方から農地を１１１運

動をやりましょう、農業会議の方全体に下におろしてきて

とにかく全国的に取り組みましょうというのが会議の話で

すので今回説明にきてくれと、皆様方にお話をして皆様方

も各地域で色んなことで、とにかく地域でまずやりましょ

う。地域の方が一番分かっているその辺の農地のことにつ

いても、そこに住んでいて耕作したりしているから農地の

状況も分かるし人も分かるじゃないですか、その中で色々



18 
 

考えてやって下さい、というのが 1 つの事なので、担当者

の方が農地プランなんかも作ってくれてますけどその中で

も変わっていくので毎年色々な事で見直しして変更してい

かなければいけないと思います。 

●藤田会長     どうぞ、合田委員さん。 

〇合田委員     人農地プランの主官するところは役所としてはどこな

のですか。農協なのですか、農林水産課なのですか、農業

委員会なのですか。 

〇農林水産課     

  河村主任    取りまとめているのは農林水産課です。 

〇合田委員     私、中萩なのですが中萩は「人農地プラン」を１番最

初に手掛けた地域なのですが、１０年位前、その時に声を

かけてもらって会議で農協に行って話をしたんですよね。

それ以来１回もその地域での「人農地プラン」について

の会を開いた事がないです。私は１回も出席したことはな

いです。そういうのをほったらかしにしておいて農地プラ

ンをやれと言われても皆忘れていますよ。農地プランがど

ういうものか。だから、そんな中途半端なやり方では「人

農地プラン」も定着しないと思います。 

●藤田会長     ですから我々今回新しい農業委員会の農地利用最適化推

進委員、国の全体の全国農業会議から県の農業会議、各市

町村の農業委員会、農業委員さん、推進委員さんに１１

１運動を全国的に展開しましょうとして下さいというよう

な事ですので余計に農地プランについは各それぞれでまと

まってできているけど下へ全く浸透していない、ですから

こういった事で説明をしてもらうし、地域で１番中心にな

るのは皆様方ですよ。ですから、余計にそれでやっていた

だきたいという為に今回こういう機会を作った。 

●藤田会長     どうぞ、伊藤委員さん。  

〇伊藤委員     農地プランと合田さんと同じような事かもしれません

が、借りてほしいという方はいっぱいいるんですよ。借り

てほしいというのはいっぱいあるんですけど「それは聞き
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ましたよ」だけで終わっている。例えば大生院地区、私の

地区である面積がまとまったら「人農地プラン」で農林

水産課がきっちりと対応してくれるんであれば私も声をか

けて是非こういうのがあるから提供して下さい、貸して下

さいと言えるのですが、今は貸したいという調査をだして

も誰か借りたいという方がいないと世話ができない状況で

す。何かシステムがないとただ借りたいという希望を聞く

だけで何にもできないです。この１年間やってきてそう思

いました。貸したい方いくらでもいますよ。貸したいけど

借り手がいないから、じゃあ太陽光発電に売ろかというの

が現状です。だから、もし貸したい方が１町なり，２町な

りあるんだったら農林水産課で責任を持って借りますと、

中間管理機構で借りますと言うてくれるのであれば私たち

はいっぱい世話ができますよ。 

●藤田会長     貸し手と借り手がいなければ成立しないので。 

〇伊藤委員    そうですよ。だけども、借り手いうのも地域で探せという

てもそんなに若い人がいるわけでもないしできないです

よ。だから、それを市の方の農林水産課か何かがそれだけ

の土地があればこういうプランでやりますと言って人を繋

げたりするようなプランができたらある程度できていくと

思うんですけど。 

●藤田会長     まず、地域の中で取り組んでいただいて。 

〇伊藤委員     地域の中に後継者がいないから、地域の中に後継者がい

たらその区域、区域で貸したいという土地を借りてしてい

ますよ。渡邊さんみたいな方がいなかったら結局ダメです

よ。 

●藤田会長     下の方は農用地がないですから、農地中間管理機構には

該当しないのでそれぞれがそのとこで。 

〇伊藤委員     そんなことを言ったら大生院とそこ以外は関係ないとい

うことになるじゃないですか。 

●藤田会長     いつも言うように農用地でないと適用されない。新居浜

市は非常に厳しい所であります。 
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〇農林水産課       

  石川係長    その他の地区の方は農業委員会の利用権設定とかを上手

に使って貸し手、借り手が見つかるように。 

●藤田会長     中間管理事業の話がこの２，３年前からでてきているの

ですが、新居浜は該当するところ、地域指定になっている

のは銀杏ノ木と荷内しかないんです。後は全部１筆指定の

新須賀、宇高地区のところしかない。山は大島と垣生山は

地域指定に入っていますがそれは山ですから、水田につい

ては荷内と大生院しかないと。そのある中でそれぞれの遊

休農地耕作がこれからも厳しいという方が地域の中で話を

したりしてその辺の声を上げてきて、まずは地域の中で地

域でやりましょう、やって下さい。事務局なんかでもこう

いった農地があるのですが誰かしてくれる人がいないです

かと言われても周辺の人に声をかけて聞いてみてはという

しかない。遠くからきて耕作するというのは難しいですか

らね。各支所の中でも込み入った話をしてないのでは、そ

れぞれの問題を抱えていても今のところ何とか地域の中で

農業委員会を通じて利用権を設定したり集積ができている

ので今のうちに皆様に声掛けをしてそれぞれをやっていた

だきたいと、これが今回の話です。今の実態が何もこうじ

ゃけど、と意見がでてくるけれども何も下に降りてないと

いうことです。渡邊さんのように、「よし、やってやろう」

というような方が地区、地区においでたらいいのですが。 

●藤田会長     どうぞ、守谷委員さん。 

〇守谷委員     新居浜で２２，３改良区ありますよね。水利組合も２２，

３あると思うんですけど、水利組合ですけど今３町ぐらい

あります。それで今、耕しよる田んぼも７，８枚あるんで

すけどそれは１年間で５回から７回かいてもらいよる。「作

ろか」と言ってもかきますと言って作らずにかいています。

水利組合にそういう事をやってもらいよって、今後、今７

０歳から８０歳過ぎの人もおるし、借りて作りよるところ

もあります。部落で話し合い、水利組合ですけど年間に２，
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３回やっているのでそういう話し合いは今のところ大丈

夫。そういうことで、どこでも本郷だろうが田んぼがある

んじゃけどそこに松木とか中村とかいろいろな所が入って

きているんですけど、改良区で会長おって水番程度だった

らおそらく松木から長野みたいにそういう所あるのでそう

いう人にそういう話し合いをやってもらったらどうだろう

かなっと思います。それと、うちはまだ放棄地にしている

畑があるのでその畑が今までみかんを作っていたのが全滅

しているので今まで農協がやってくれていたのをまた農協

がやってくれたらまたできるんじゃないかなと思っていま

す。 

●藤田会長     今、守谷委員さんが仰るようにそれぞれの地域、集落的

な改良区だったり水利組合だったりそういった所でその辺

が一番皆様が分かっている、ここの田んぼは誰が耕作しよ

る、ここの畑は誰が耕作しよるが今にできなくなるとか地

域の人が一番分かっているのですから色んな会合で広げて

いっていただきたい。 

●藤田会長     どうぞ、伊藤委員さん。 

〇伊藤委員     近くの対応できる人がいないから問題であって、私も退

職してから５，６反借りて作っています。初めは作るつも

りはなかったのですが自分が作っていったら隣が空いてい

て「ついでに作ってくれんで」言うので以前は５反くらい

しか作ってなかったのですが、今１町２反程になりました。

これ以上いうのは家内がやめてほしいと言うので作ってな

いんですけど、作ってほしいと言う人は５反でも６反でも

あります。だから、こういう土地を例えば今空き家とか結

構多いですよね、私が思うのには我々近くでこういうよう

にしていくには限度があるから農林水産課なんかの大きい

所で今、就農したいとか全国的に発信、そういう人を受け

入れてというような場所がありますよね。そういう事でも

して例えば大生院地区にある程度１町くらいの農地を収容

して家も一緒に借りれますよとか、そういう形でやりたい
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という人が入れるような体制でもしてもらわないと今現在

私達の周り見て借りたい人に借りてほしいという要望に応

えることが難しいですよね。農林水産課が全国に発信して

希望者がいたら一応あたってみますみたいな形をしたら

我々もまとめる事ができます。今現在のやり方では限度が

あると思います。今、やっている人自体が６０歳も過ぎた

人ばっかりです。後１０年先何も見えない。だから、今若

い世代で田舎に帰って農業をしたいというような人をテレ

ビでよく見ますが、新居浜でもやってますよと、もしある

のでしたら家と土地をお世話しますよ、というようにやっ

てほしい。これが私の感想です。 

●藤田会長     どうぞ、小野（春）委員さん。 

〇小野（春）委員  あの、伊藤さんの言われたように農業経営状態は自部落

の人が一番よく知っていると思います。だけど右見て左見

てでもあの人にお願いしたら耕作してくれるというような

方が近隣でいないという状況で０とは言いませんけど、な

ぜ子孫ですら自分の所の耕作をしない状況になってきてい

る。そこはやはり農業に魅力がないということなんです。

大きな要因は、中間管理機構で誰かを探すいうのも１つの

解決方法になるんですけど、合わせて農業に参入する希望

の方もふまえて農業に今以上に魅力があるような金銭的な

方も含めて政策を、行政を通じてやっていかないと減少の

一途だと思います。そういうのも参考にして農林水産の方

とかも色々な政策を考えてほしいと思います。 

●藤田会長     行政の方も色々なことを県と合わせてリンクしてやった

り、時代の中で取り組んでくれているのですけど、なかな

か皆様の思いとおりにいってないのですが行政の方も新居

浜市の方も色々頑張ってくれておるというのも事実ありま

すのでまた紹介をしておきます。 

          いずれにしても、突然の「人農地プラン」というよう

なことを作成されても、今、合田委員さんも仰ったように

ずっと話がないぞと色々あったんですけど今回こういった
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ことで各地域ではこういった経営体、農業者を中心とした

こういったことがありますと、集落で関係機関との話の中

でまず、一歩目として進んでいってほしい。今、我々委員

は１１１運動も展開されていますのでそれぞれの問題

点があったりするんでしょうけど、皆様方が地域の事をよ

く分かっておられますので頑張っていただきたい。 

●藤田会長     ここで事務局より連絡事項がありますのでお願いしま

す。 

〇藤田事務局長   事務局より連絡をさせていただきます。１１月５日の農

業委員会の総会についてですが、別子山にて開催をさせて

いただく予定でございます。詳細につきましてはこの後役

員会を開催して協議いたしますが、日程的には１１月５日

の１０時頃市役所をマイクロバスで出発して、帰りは１６

時頃の予定になると思われます。１０月総会の案内の時に

詳細の予定表を同封させていただきますので、遠方で時間

も長くなるんですけれどもできるだけ多くの皆様のご出席

を宜しくお願い致します。それからもう１点、景観作物に

ついてでございます。これにつきましては委員の皆様のご

協力によりまして活動をおこなっているわけなのですけれ

ども、ひまわりの栽培につきましては、園児招待につきま

しては夏が非常に暑くて雨が降らなかったという事と時期

を失してしまったというところで川東、船木地区に関しま

しては園児招待ができない状態であります。今回は園児招

待はなしという事で今、役員の方とお話させていただいて

おります。大生院につきましては、今咲き始めたところら

しいので、できるかできないか時期も重ねて検討させてい

ただいてまた後日連絡をさせていただけたらと思います。

よろしくお願いいたします。 

●藤田会長     前後したのですけど、今日の農政の会に「人農地プラ

ン」の中心であるということで担当課の石川係長と河村主

任にお礼申し上げます。ありがとうございました。何か話

がありましたら我々農業委員会事務局、担当課の方へ問題
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を提起して下さい。 

●藤田会長    ありがとうございました 

以上をもちまして、第１６回新居浜市農業委員会総会を閉

会いたします。 

御協力ありがとうございました。 

〇藤田事務局長   御起立ください。礼。ありがとうございました。 
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